
 

 
 
 

 
平成２８年１２月２０日 

愛  媛  大  学 

 

愛媛大学教育学部附属特別支援学校＆ 

済生会松山ワークステーションなでしこのコラボ商品 

「愛
あい

言葉
こ と ば

クッキー」をお披露目 

つきましては、是非、取材くださいますようお願いいたします。 

記 

日 時：平成 28 年 12 月 23 日（金・祝）12：30～お披露目 

（クリスマス会は 11：00～13:00） 

会 場：済生会松山ワークステーションなでしこ（〒791-8074 松山市東山町 143 番地） 

参 加 者：特別支援学校児童生徒、保護者、教職員など約 15 人 

駐 車 場：有 

 
 
 
 
※送付資料３枚（本紙含む） 

 

このたび、愛媛大学教育学部附属特別支援学校と済生会松山ワークステーションなでし

ことのコラボ商品「愛言葉クッキー」が誕生しました。 

特別支援学校生徒たちのイラストと一言詩を添えた、済生会松山ワークステーション 

なでしこで製造する、“愛”がたっぷり詰まったさくさくのクッキーを、済生会松山での

クリスマス会でお披露目します。 

本件に関する問い合わせ先 

済生会松山ワークステーションなでしこ 

管理者 越智 あゆみ 

TEL：089-916-6959／FAX：089-916-6961 

愛媛大学教育学部附属特別支援学校 

副校長 渡邊 恵里 

TEL：089-913-7891／FAX：089-913-7892 

PPRREESSSS  RREELLEEAASSEE  

学生中心の大学 地域とともに輝く大学 世界とつながる大学



｢愛
あい

言葉
こ と ば

クッキー｣完成 
 

愛媛大学教育学部附属特別支援学校では・・・ 

「済生会松山ワークステーションなでしこ」から、新製品クッキーの形を考えてほしいと依頼を受け

ました。 

本校では、「地域で存在価値を示すことのできる子どもを育てる」を目標に研究に取り組んでいます。

子どもたちが、地域の中で、自分のもっている力を十分に発揮して豊かな生活を送ることを目指してい

ます。 

人との関係の中で、自分の存在価値を発揮し、社会参加できるいい機会です。そこで、子どもたちに

クッキーの形のアイデアを募集しました。学校で、家庭で、先生や家族と一緒に、自分の感性でと、い

ろいろな取り組み方で、楽しいアイデアをたくさん出してきました。高等部の男子生徒のアイデアが採

用されました。 

また、購入してくれた方がホッコリとした気持ちになってほしいと、「愛言葉カード」を入れました。

これは、中学部２年生の生徒が、授業で考えたものです。小学部の児童は、パッケージのイラストで貢

献しました。本校の児童生徒みんなでコラボ(協力)して｢愛言葉クッキー｣作りに参加しました。 

 

済生会松山ワークステーションなでしこでは・・・ 

済生会松山ワークステーションなでしこは、「さまざまな困難があっても地域で楽しく安全に暮らして

いけるように、またその人の夢が実現できるようお手伝いします」を理念とし、平成２６年７月開設い

たしました。利用者さんは製菓・パン作成、農業、パソコン作業、クリーニング等の訓練を通して自分

にあった仕事をみつけ、将来の夢に向かって毎日仕事に励んでいます。 

クッキーは、手順に沿って誰もが作成することができ、また、お客様に気軽に手にとってもらいやす

いという理由で作成をはじめました。現在、４種類のクッキーを販売しています。 

今回の商品開発においては地域で生活する人と人のつながりや協働の喜びを利用者さんに感じてほし

いとの想いから愛媛大学教育学部附属特別支援学校の生徒さんに協力をお願いしたところ、たくさんの

アイデアをいただき、愛らしいイラストと愛言葉の詰まった素敵なクッキーが完成いたしました。 

 完成したクッキーは愛媛大学医学部売店や空港、愛媛新聞等にて販売する予定となっています。 

今後はみなさんの愛が詰まったこのクッキーをひとりでも多くの方にお届けすることができるよう事

業所みんなで愛を込めて作成していきます。 

 






	【広報課案】プレスリリース（愛言葉クッキー）案
	【広報課修正案】愛言葉クッキー作成経緯 
	チラシ

